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第１回流山市総合教育会議議事録 

１ 日時  平成３１年１月１６日（金）午前１１時から正午まで 

２ 場所  庁議室 

３ 委員  井崎市長、杉浦教育長職務代理者、宮田教育委員、堀内教育委員、 

割田教育委員、後田教育長 

４ 傍聴者 １名 

５ 内容 

 

総合政策部長 ただ今から、平成３０年度第１回総合教育会議を開催します。

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の４第６項の

規定により、総合教育会議は公開を原則としておりますので、本

日の会議には傍聴人が入室していることをご承知おきください。 

傍聴人におかれましては、お配りしている流山市総合教育会議

傍聴要領に従って傍聴されますよう、お願い申し上げます。 

それでは、会議の開催にあたり、市長からご挨拶を申し上げます。 

 

市長 委員の皆様におかれましては、御多用の中、総合教育会議にご

出席を賜り、また、日ごろから本市教育行政にご尽力いただき、

厚くお礼申し上げます。 

全国的には、少子高齢化が進んでおりますが、本市におきまし

ては、平成３１年１月１日現在で人口１９万人を超え、特に３０,

４０歳代の子育て世代を中心に人口増加が続いており、児童・生

徒数も増加しております。 

また、合計特殊出生率も平成２９年で１．６２と県内市町村で

は、神崎町（こうざきまち）に次いで第２位と、今後もしばらく

は児童・生徒数の増加が見込まれています。 

そこで本日は、児童・生徒数の増加に対応した取り組み２件に

ついて、市長と教育委員会で意見交換を行い、情報を共有できれ

ばと思っております。後ほど担当からご説明申し上げますので、

本日はよろしくお願い申し上げます。 

 

総合政策部長 続いて、教育委員会を代表して、杉浦教育長職務代理者からご

挨拶をいただきたいと思います。 

 

杉浦教育長職務

代理者 

 本日は、このような会議を開いていただきありがとうございま

す。我々、教育委員会では教育に関する話をしていますが、本日

は行政と教育環境整備の話や教育の質の向上につながる話し合
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いができればと思っております。本日はよろしくお願いします。 

 

総合政策部長 それでは、ここからの議事の進行につきましては、市長にお願

いいたします。 

 

市長 それでは、さっそく本日の議事に入ります。はじめに、「平和

大使広島派遣事業の取り組みについて」を議題とします。事務局

から説明をお願いします。 

 

企画政策課長 平和大使広島派遣事業は、公募による小学５、６年生を平和大

使として任命し、広島へ平和体験学習事業として派遣し、平和記

念式典への参列や平和記念資料館の見学、被ばく者講話の聴講な

どの平和体験学習を通じ、戦争や核兵器の悲惨さを通して平和の

大切さを学ぶ事業です。 

 近年、児童数の増加に伴い、平和大使の定員２０名に対し、定

員の２倍近くの応募があり、応募倍率の増加に対応するため、来

年度から定員を２０名から３０名に増加を予定しております。 

 またお手元に配布した「平和大使として広島へ行って」は、平

成３０年度に広島へ行った平和大使の作文集です。被爆体験伝承

者の話を聴いたり、平和祈念式典への参加などの体験を通じて、

平和の尊さを学んだ児童の感じたことや学んだことが書かれて

います。作文集については各公民館や公共施設にお配りしていま

すが、来年度は教育委員の方々にもお配りしますのでよろしくお

願いします。 

 

市長 ただ今、平和大使広島派遣事業の説明をしていただきました

が、私から平和大使広島派遣事業の応募数増加に対応する考え方

についてご説明申し上げます。 

児童数の増加に伴い、平和大使の応募者数も平成２８年度は２

９人、平成２９年度は４４人、平成３０年度は３９人となってお

り、平和大使の応募倍率も増加傾向となっています。平和大使に

参加できない児童が増えていくことは、とても残念なことであ

り、一人でも多くの流山の未来を担う子どもたちに、戦争や核兵

器の悲惨さ、平和の大切さを学んでいただくためにも、平和大使

の定員の増加を予定しております。 

 また、保護者の経済的理由で平和大使への応募を断念すること

のないように生活保護受給世帯及び就学援助受給世帯の参加費

を免除できるように来年度から対応してまいります。 
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 それでは平和大使広島派遣事業について、ご意見や質疑等があ

りましたらご発言願います。 

 

杉浦教育長職務

代理者 

私が学校に勤めていた時代、８月に広島へ行った平和大使の体

験などを聞いていました。平和につながるような児童の学習に価

値あるものだと思います。来年度から定員が増えるので、実現し

ていただければと思う。 

 

宮田委員 子どもが当時平和大使に応募して、広島へ行ってきました。広

島から帰ってきたとき「平和っていいんだね。」と言っていまし

た。平和については具体的に答えられなかったので、広島へ行っ

て勉強して終わりではなく、子どもたちが平和教育をさらに学ぶ

ための仕掛けがあるとよい。 

 

堀内委員 被爆を体験した方はどんどん減っていくので、今後５年、１０

年先も継続して平和大使の事業を行っていただき平和教育につ

いて学んでほしい。 

 

後田教育長 現地で様々なことを聞いて、平和がどのようなものか具体的に

は分からないとしても被爆があってその後のことはわかると思

う。 

２０名が３０名に増えることで、学校ごとに数名が行けるよう

になるので、よいと思う。行ってきた成果を報告だけでなく映像

に残すなど、他の手法も考えてよいと思う。 

 

市長 広島へ行った後に何かするという点では、平和大使の OB・OG

が翌年度以降の平和大使の説明会の際に体験を話すようにした

ので、今後も検討していきます。 

 

総合政策部長 OB・OG に平和大使の説明会に来ていただき、平和大使の体

験を伝えているので、来年度以降も平和大使と交流できればよい

と思う。 

 

杉浦教育長職務

代理者 

被爆については、中学校の授業で勉強するので、その際に中学

生となった平和大使の子どもに授業で体験を話してもらうのも

よいのではないか。 

 

後田教育長 平和大使として広島へ行った子どもたちが学校で平和大使の
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体験を話す機会を授業の中で設けてはどうか。 

 

指導課長 平和に関する教育は、小学校では１６校中１１校が戦争に関す

る体験を聞く会を設けています。その中で２校は広島平和大使の

感想を聞いて、戦争について考える時間を設けています。 

小学校の学習では、国語や社会、道徳において平和について学

んでいます。中学校の学習では、国語や英語、美術において平和

について学んでいます。 

 

後田教育長 教科や教材などで平和を学習しているが、平和大使の体験がさ

らに効果的なものになるとよいと思う。 

 

指導課長 今後、検討します。 

 

市長 他にありませんか。なければ、次に、「不登校児童・生徒の状

況について」を議題とします。教育委員会から説明をお願いしま

す。 

 

指導課長 不登校児童・生徒の状況についてご説明します。資料の中に表

でまとめましたが、流山市の不登校率は千葉県や全国に比べると

低い状況にはありますが、小学校では高学年になると欠席が増加

する傾向があり、中学校では３年生に前年度からの継続ケースが

見られるのがわかります。 

そのため、教育委員会としては不登校児童・生徒に対し、きめ

細かく対応するための相談体制を整えています。「流山市の就学

前後の子ども支援」をご覧下さい。 

まず、毎月、学校からの報告を受け、実態把握することが不登

校児童・生徒の対応のスタートです。その報告を元に、相談が必

要ならば市のスクールカウンセラーによる教育相談に繋げてい

ます。また、相談の必要ない場合でも、病気による欠席状況の把

握や生徒指導上の問題について校内支援体制を活用して対応し

ます。 

保護者や教職員の悩みに対応するために臨床心理士の助言が

受けられる「親の会」や精神科医による教育相談として「教育コ

ンサルテーション」があります。不登校対応研究会やスクールカ

ウンセラー連絡会議では、各学校の情報交換やケース会議を行う

など長欠担当の指導力向上にも努めています。 

不登校の児童生徒を対象とした教育支援センター（フレンドス
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テーション）では、学校・家庭と連携して自己実現・学校生活へ

の復帰を支援しています。 

成果としては、学校と家庭、各相談機関と連携を図る中で、児

童・生徒の支援が出来ています。 

課題としては、保護者からの相談が増加傾向にあるので、今後

も未然防止、早期発見、学校と相談機関との連携を深めていく必

要があります。 

 

市長 ただ今、不登校児童・生徒の状況の説明をしていただきました

が、私から３点ほど確認させていただければと思います。 

教育相談の不登校に関する相談件数はどれくらいでしょうか。 

 

指導課長 平成３０年度４月から１２月時点では相談件数は１，０７６件、

不登校件数は４９８件となっています。不登校相談以外は問題行

動に対する保護者の悩みや就学相談などがあります。 

 

市長 「親の会」や「教育コンサルテーション」に参加する保護者の数

はどれくらいでしょうか。 

 

指導課長 「親の会」は、１回あたり５、６名の方が参加します。「教育コ

ンサルテーション」は、毎回２組の予約制となっていて、ほぼ予

約が埋まっている状況です。 

 

市長 「教育コンサルテーション」は、２組の予約がほぼ埋まるという

ことですが、相談できない方などはいないのでしょうか。 

 

指導課長 毎回２組が埋まる体制で進んでいるので、相談はできるようにな

っています。 

 

市長 教育支援センターに通級している児童生徒数は何人いますか。 

 

指導課長 １２月時点で小学生が１名、中学生が１５名の児童・生徒が通学

しています。 

 

市長 それでは不登校児童・生徒の状況についてご意見や質疑等があり

ましたらご発言願います。 

 

堀内委員 流山市は、全国的にみて、不登校率が低いことがよくわかりま
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した。長期欠席生徒が中学校を卒業した後は、どういうサポート

をしているのかが気になりました。 

 

指導課長 進路について相談に乗るなど、卒業を迎えるまで一人ひとりに

丁寧に対応している。 

 

杉浦教育長職務

代理者 

様々な要因で長期欠席になると思うが、学校の現場にいる先生

方は、長期欠席が少なくなるような仕組みを考えていただければ

と思う。 

 

市長 他の自治体で工夫して効果をあげている事例など、そのような

事例は情報を入手できるのか。 

 

指導課長 不登校対応研究会で先進的な事例を知っている専門の先生を

招くなどして、事例の情報収集に努め共有しています。また一人

ひとりで原因が異なるため、現場では保護者に聞き取りの連絡を

取り、登校できるように対応しています。 

 

市長 保護者への聞き取りすらできないなど、一人ひとりで要因が異

なるため、正解を見つけるのは難しいと思いますが、今後も他の

自治体の事例も研究しながら、努めていただきたい。 

 

指導課長 保護者への聞き取りができない場合は、子ども家庭課や児童相

談所とも密に連携を取りながら、子どもだけでなく保護者との関

わりを持つようにしています。また、民生児童員とも連携して、

家庭訪問の呼びかけなどをしています。 

 

市長 他に質疑等はありませんか。無いようでしたら、以上をもちま

して、本日の総合教育会議を終了します。委員の皆様、ありがと

うございました。 

  

（閉会 12:00）   

 


